平成１５年４月１７日

協和メデックス

心疾患診断用 高感度BNP測定試薬を新発売
協和メデックス(東京都中央区 社長：所 洋)は、心疾患の血液診断に有用性が高いとされるBNPを高感度で短時間に測定できる診断用試薬「デタミナー®BNP」を４月２２日に新発売(製造・販売)いたします。

BNP（Ｂ-type Ｎａｔｒｉｕｒｅｔｉｃ Ｐｅｐｔｉｄｅ）は心臓から分泌されるホルモンで、その血中濃度は心不全の進行に伴う心臓のポンプ機能低下を早期より鋭敏に反映します。また病態の変化によっても変動することから、血中ＢＮＰ濃度測定は心不全の診断と重症度の評価、管理に重要な意義があるとされています。

現在、ＢＮＰ測定は塩野義製薬株式会社が製造・販売する 「シオノリア®BNP」がゴールデンスタンダードとなっています。

今回新発売する「デタミナー®ＢＮＰ」は、協和メデックスが、この分野で実績のある塩野義製薬よりＢＮＰの関連特許実施許諾および抗体の供給を受けて、同等の測定値が得られ、かつ簡易に測定出来るよう開発をしたものです。

ＢＮＰ測定が有用な、心不全を中心とする心疾患は欧米では死亡率のトップを占め、わが国でも欧米型のライフスタイルと高齢化が急速に進む中で増加傾向が続いています。

その早期診断は患者さんの予後にも大きく作用するため大変重要ですが、診断を行う場合の濃度は、健常者でＢＮＰが18.4pg/mL以下と微量であり、有病かどうかの判定には高感度な試薬が必要です。

本試薬は、化学発光法により、微量の成分量に応じて生成する光電子を光電子増倍管で検出することで、1時間以内の高感度測定を可能としています。

またその測定機器として当社は、病院内や臨床検査所においても大きなスペースを必要としない、「デタミナー®ＢＮＰ」をはじめとする専用の小型全自動化学発光分析装置「ＡＰ９６ｃ」を同時に発売いたします。

協和メデックスは、今後も心疾患や糖尿病などの生活習慣病の診断に有用な測定試薬の開発を行って、医療に貢献してまいります。
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昭和５６年（１９８１年）に協和発酵（東京都千代田区 社長：平田 正）の臨床検査部門が分離独立し、同社の１００％子会社として設立され、生化学検査試薬、モノクローナル抗体を利用した免疫診断薬、医療機器などの製造・販売を行っています。世界初のＨＤＬコレステロール直接測定試薬、糖尿病患者の血糖コントロール指標であるヘモグロビンA1c測定試薬とその自動分析装置の開発など、臨床検査医学に貢献し、その発展の一翼を担っています。
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